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残留試験，後作物残留試験，土壌残留試験，水質汚濁性試験
に加えて，2024 年度からは農薬使用者暴露試験の分析試験
が行えるように整備し，大容量抽出容器を振とうできる大型
振とう機や大型冷凍庫の他，吸引カラム用ポンプなどが設置
してある。

おわりに

最近は再評価対応の影響が大きく，農薬開発会社からの委
託試験数が増加傾向にあり，環境科学部職員の増員や分析機
器の増設を行ってきたが，委託希望全てを受けられるまでに
は至っていない。この点は今後の課題であり，改善していき

たいと考えている。
最後に，植調研究所周辺の観光地として三つ紹介する。一
つは，日本で初めてブドウの栽培から瓶詰めまでを一貫して
行ったワイン醸造場である「牛久シャトー」がある。二つ目は，
世界一の高さを誇る青銅製仏像としてギネス世界記録に認定
されている「牛久大仏」がある。苑内では，春には桜や芝桜，
その他の季節には様々な花が楽しめ，花摘みができるものも
ある。三つ目は，「あみプレミアム・アウトレット」が牛久
大仏から約 1km超のところにあり，ちょっとしたショッピ
ングや食事が楽しめる。植調研究所にお立ち寄りの際に足を
のばしてみるのもお勧めである。

図 -5　水動態試験施設（ライシメーター）

図 -6　永年蓄積残留試験圃場の様子 図 -7　分析操作の様子（LC-MS/MSでの分析）
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■協会だより
■■試験成績検討会
●2024年度茶園関係除草剤・生育調節剤試験成績検討会	
	（Web会議）
　日時：2024年９月26日	 （木）	13:30～17:00	
●2024年度水稲関係除草剤作用性・拡散性・直播作用性・	
	 適1試験成績検討会（Web会議）
	 日時：2024年10月16日	 （水）	10:00～17:00　
●2024年度緑地管理関係除草剤・生育調節剤試験成績検討会
	（Web会議）
	 日時：2024年10月17日	 （木）	10:00～17:00	
　　　　　　　　　		18日	（金）	10:00～17:00

■研究会等
●第18回除草剤抵抗性雑草研究会
　日時：2024年9月11日（水）　14:30～17:05
　場所：東京農工大府中キャンパス
　　　　農学部第2講義棟1F	11教室
　参加費：無料（要事前申込）
　参加申込み：https://forms.gle/XPzzCQVMYH337F389
		　【	9月6日（金）まで	】
　内容：
　「微生物がもたらす抵抗性」　松本　はるな（浙江大学）
　「ヒエ属雑草における除草剤抵抗性検定法の開発」
　　　吉川　学（福島県農業総合センター）
　「新規PPO阻害剤Rapidicil™の開発および抵抗性
　　Amaranthus類への効果とその展望（仮）」
　　　神　義伸（住友化学株式会社）
●日本植物防疫協会シンポジウム『農業現場が求める病害虫
　防除の情報とは何か』
　日時：2024年9月18日（水）　10:00～17:30
　場所：日本教育会館一ツ橋ホール
　　　　（東京都千代田区一ツ橋2-6-2）
　　　　会場及びオンラインでの参加（ウェビナー）
　参加費：無料
　プログラム：
【講演】
「WAGRIが提供するAPIの説明と農業データアグリゲーション
　スキームの構築」
　　二宮　芳継，山中　武彦（農研機構農業情報研究センター）
「兵庫県が行う生産現場に向けた病害虫防除に係る情報提供
　とその課題」
　　神頭　武嗣（兵庫県立農林水産技術総合センター
　　　　　　　　淡路農業技術センター）
「病害虫雑草の診断と予察におけるデータの活用と課題」
　　青島　正昂（日本農薬株式会社）

【パネラーによる情報提供・紹介】
「地域統一防除体系による，特別栽培りんごの産地確立」
　　横沢　勤（岩手中央農業協同組合（JAいわて中央））
「山陽薬品(株)が農家に提供する病害虫防除に係る情報とその
　方法」
　　中山　博史（山陽食品株式会社）
「２代にわたり戦う病害虫防除と天災～ピーマンの大産
　地ならではの悩みとは～」
　　飯田　等（株式会社agri	new	winds）
「数十年の農業経営を通じて病害虫防除用情報コミュニケー
　ションについて思う」
　　木場　俊行（株式会社いちごハウス木場）
【総合討論】
　参	加申込み：日本植物防疫協会ホームページのシンポジ

ウム・研修会（https://jppa.or.jp/event）に掲載され
ている参加申込みフォームより申込み

		　【8月30日（金）まで】
●報農会第39回シンポジウム
『植物保護ハイビジョン－2024』－「みどりの食料システ
ム戦略」に関する植物保護分野の重要課題－
　日時：2024年9月25日（水）　10:50～15:30（終了後に
　　　　功労者表彰式，祝賀会あり）
　場所：「北とぴあ」つつじホール（東京都北区王子1-11-1）
　　　　（Zoomを用いたハイブリッド型開催）
　プログラム：
　「地球温暖化が病害虫発生に及ぼす影響」
　　　山村　光司（農研機構農業環境技術研究部門）
　「地理情報システム（GIS）を活用した国内におけるミカン
　　キジラミの定着可能地域予測」
　　　紺野　祥平（農研機構果樹茶業研究部門）
　「線虫剤を取り巻く状況（市場と開発動向について）」　
　　　中村　元太（アグロ	カネショウ株式会社）
　「Agroecology・アグロエコロジーそして農生態学：有害
　　生物管理における基礎的な話題から」
　　　日鷹　一雅（愛媛大学大学院農学研究科）
　「トマト生産現場での取り組み：GAP，振動による害虫防除」
　　　瀬尾　誠（株式会社未来菜園）
　参加人数：200名（先着順）※定員になり次第受付終了
　参加申込み：開催要領（https://honokai.org/archives/
　　6107）にある申込用紙を用いて，メールまたはFAXで
　　申込み【9月10日（火）15:00まで】
　参加費：3,000円（講演要旨集	2,000円を含む，送料込み）
　　　　　参加申込日から7日以内に銀行振込み
●第43回農薬製剤・施用法シンポジウム
　主催：日本農薬学会，農薬製剤・施用法研究会
　協賛：農業食料工学会，日本雑草学会，粉体工学会，日本
　　　　化学会，高分子学会，色材協会，日本油化学会
　日時：2024年10月	10日	（木）13:00～17:30
	 11日	（金）	 9:00～16:00

広　 　　　場
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　場所：つくば国際会議場（茨城県つくば市竹園2-20-3）
　プログラム（予定）：
　　10月	10日（木）	 特別講演(3件)，ポスターセッション，
	 	 	 情報交換会
	 11日（金）	 特別講演(2件)，技術研究発表
【特別講演】
　「果樹病虫害防除におけるドローンの活用に関する技術開発」
　　　塩谷　浩（農研機構果樹茶業研究部門）
　「台湾における無人航空機による農薬散布の現状と将来展望」
　　　楊　尚唯(Yang,	Shang-wei)
　　　（台湾	農業部農業藥物試驗所	資材研發組）
　「日本国内における難防除外来雑草の発生実態と対策」　
　　　小荒井　晃（農研機構植物防疫研究部門）
　「農薬の連続合成と連続微粒子化技術の創出による高機
　　能化」
　　　小林　修（東京大学大学院理学系研究科）
　「乳化の“適剤適処”～界面活性剤が無くなったら，どう
　　する？～」
　　　酒井　俊郎（信州大学大学院総合理工学研究科）
　参	加申込み：シンポジウムページ(https://seizaiseyouhou43.

peatix.com/)から，参加登録事前準備，参加登録方法を
ご一読の上，参加登録・参加費のお支払いをお済ませ
ください。【10月11日（金）まで】

　参加費：通常料金	：14,000円（税込）
　※早期割引料金の登録期間は終了しました
●植物化学調節学会第59回大会
　日時：2024年10月31日（木）～11月2日（土）
	 10月	31	日～11月2日　口頭発表
	 11月	1	 日午後	 授賞式，受賞講演，シンポジウム，	
	 	 	 	 	 懇親会
	 11月	２	日午後	 ポスター発表，表彰式
　場所：静岡市清水文化会館（マリナート）
　　　（静岡市清水区島崎町214）小ホール，ギャラリーなど
　　　　静岡市東部勤労者福祉センター（清水テルサ）
　　　（静岡市清水区島崎町223）　大会議室，小会議室1
　　　（講演・口頭発表は対面のみ，オンラインなし）
　参			加申込み：学会ウェブサイトから（https://www.jscrp.

jp/meeting/registration2024.html）
　参加費：	9月2日(月)まで早期割引料金（正会員	7,000円，

非会員	8,000円），以後は通常料金（正会員	
8,000円，非会員	9,000円）　

　　　　　		懇親会は別途	8,000円，要旨集（冊子版）の予約
は別途	1,000円（要旨集のPDF版は，参加申込
者及び植化調会員は無料で入手可能の予定）

　発表申込み：	発表登録と要旨入稿を発表登録フォームよ
り申込み【9月2日(月)まで】

植調第 58巻　第 5号

■ 発　行 2024 年 8 月 22 日
■ 編集・発行 公益財団法人日本植物調節剤研究協会
	 東京都台東区台東 1丁目 26番 6号
	 TEL 03-3832-4188　FAX	03-3833-1807
■ 発行人 大谷　敏郎
■ 印　刷 ㈲ネットワン

© Japan Association for Advancement of Phyto-Regulators (JAPR) 2016
　掲載記事・論文の無断転載および複写を禁止します。転載を希望される場合
は当協会宛にお知らせ願います。

取　扱　株式会社全国農村教育協会
　　　　〒110-0016　東京都台東区台東1-26-6 (植調会館)
 TEL 03-3833-1821

除草カタログ（試⾏版）公開のご案内

植調協会はWebサイト除草カタログの試⾏版を公開しました。
（https://joso‐catalog.japr.or.jp/ 上記の⼆次元コードからアクセスくだ
さい。）
除草カタログは、難防除雑草や外来雑草など様々な問題雑草ごと

に、有効とされた除草剤の処理時期・処理⽅法や各種技術と組み合わ
せた防除体系などの情報をまとめて発信するとともに、全国各地で取
り組まれた問題雑草防除の実践レポートを掲載して、ユーザーの皆様
に情報共有していただくWebサイトです。
問題雑草で困っている農家の⽅々や技術普及関係者の皆様に少しで

も早くご活⽤いただきたいと考え、現時点では掲載草種数等が少ない
状態ですが、試験運⽤を開始しました。
つきましては、本サイト改善のためのご意⾒やご要望を、サイト下

部にある「当サイトへのご要望」リンク（下記URL）からお寄せいた
だきますようお願いいたします。

ご要望受け付けURL https://forms.gle/nvkFNSNDR7WKqZZy7 

（植調協会技術部企画課 <kikaku@japr.or.jp>）

　植調協会はWebサイト除草カタログの試行版を公開しま
した。（https://joso-catalog.japr.or.jp/	 	上記の二次元コー
ドからアクセスください。）
　除草カタログは，難防除雑草や外来雑草など様々な問
題雑草ごとに有効な除草剤の処理時期・処理方法や各種技
術と組み合わせた防除体系などとともに，全国各地で取り
組まれた問題雑草防除の実践レポートが掲載されたWebサ
イトです。
　問題雑草で困っている農家や技術普及担当の方々に少しで
も早くご活用いただきたいと考え，現時点では掲載草種数等
が少ない状態ですが，試験運用を開始しました。
　つきましては，本サイト改善のためのご意見やご要望を，
サイト下部にある「当サイトへのご要望」リンク（下記
URL）からお寄せいただきますようお願いいたします。
　ご要望受け付けURL　
　https://forms.gle/nvkFNSNDR7WKqZZy7	

植調協会技術部企画課

■除草カタログ（試行版）公開のご案内


